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霞霞霞霞ヶヶヶヶ浦水質環境研究浦水質環境研究浦水質環境研究浦水質環境研究のののの始始始始まりまりまりまり
～～～～茨城大学農学部茨城大学農学部茨城大学農学部茨城大学農学部でででで展開展開展開展開したしたしたした霞霞霞霞ヶヶヶヶ浦共同研究浦共同研究浦共同研究浦共同研究～～～～

田 渕 俊 雄田 渕 俊 雄田 渕 俊 雄田 渕 俊 雄

年代に茨城大学農学部で２８名の教官が参加した霞ヶ浦水質環境に関す1970

る精力的な共同研究が行われた。それは多くの研究成果をあげて霞ヶ浦の水質保

全に貢献し、日本農学賞、読売農学賞、農業土木学会賞を受賞するなど社会的に

大きく評価された。霞ヶ浦の水質保全はそれを水道水源にしている約 万人の100

流域住民にとって重大な課題であるが、それは水質環境や生態系のみならず農学

分野の色々の研究課題と大きく関わっている。

１１１１．．．．霞霞霞霞ヶヶヶヶ浦浦浦浦とはとはとはとは

２２２２．．．．霞霞霞霞ヶヶヶヶ浦研究会浦研究会浦研究会浦研究会のののの発足発足発足発足

３３３３．．．．研究会研究会研究会研究会のののの組織組織組織組織

４４４４．．．．研究調査活動研究調査活動研究調査活動研究調査活動のののの内容内容内容内容

５５５５．．．．研究成果研究成果研究成果研究成果のののの公表公表公表公表とととと評価評価評価評価

６６６６．．．．そのそのそのその後後後後のののの展開展開展開展開とととと今後今後今後今後のののの課題課題課題課題
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霞ヶ浦研究会の組織

６班編成；

流域、生物、底泥、水利、水質、塩分

教官２８名、院生４名、全学科から参加

農学部全体に広がる大きな組織

例会；1973～1977の５年間に３７回

年度末報告会には合計９２件の報告

研究費；文部省研究費

会長；須藤清次 幹事；田渕俊雄、高村義親

主なメンバー；相田徳二郎、浅見輝男、大崎和二、

久保田治夫、森泉昭治、安富六郎

久保田正亜、軽部重太郎、塩 光輝ほか

霞ヶ浦の汚濁原因は
工場排水・下水か
または水田か？

量的な把握が必要

原因論争原因論争原因論争原因論争～～～～汚水汚水汚水汚水のののの発生源発生源発生源発生源はははは？？？？

窒素窒素窒素窒素・・・・リンリンリンリンのののの発生源調査発生源調査発生源調査発生源調査へへへへ

主な研究調査

• 霞ヶ浦の水質とプランクトン

• 流入河川の水質と負荷

• 大規模排水（工場・下水）の水質と負荷

• 農地からの肥料流出

• 養豚糞尿の処理、排出

• 湖底ヘドロの物理性と重金属

• 流域の社会、経済、産業

• 霞ヶ浦湖流と塩分

• 水利用と開発

• 水収支と気象

研究成果の公表

農学部報告 ８

学会誌 ２１

一般誌 １１

学会講演 ３６

国際会議 ２

講義講義講義講義、、、、公開講座公開講座公開講座公開講座、、、、放送放送放送放送、、、、シンポジウムシンポジウムシンポジウムシンポジウム

農業土木学会誌農業土木学会誌農業土木学会誌農業土木学会誌、、、、農業土木学会論文集農業土木学会論文集農業土木学会論文集農業土木学会論文集、、、、日本土壌肥料学雑誌日本土壌肥料学雑誌日本土壌肥料学雑誌日本土壌肥料学雑誌、、、、人間人間人間人間とととと環境環境環境環境、、、、

用水用水用水用水とととと廃水廃水廃水廃水、、、、土壌土壌土壌土壌のののの物理性物理性物理性物理性、、、、日本日本日本日本のののの科学者科学者科学者科学者、、、、茨城大学農学部学術報告茨城大学農学部学術報告茨城大学農学部学術報告茨城大学農学部学術報告などなどなどなど

受 賞

1979 農業土木学会賞

1981 日本農学賞

読売農学賞

日本農学賞記念額
読売新聞より

多くの課題と農学との関わり

• 農地からの肥料の流出

• 畜産糞尿の処理・利用

• 養殖コイの糞尿処理

• 自然浄化機能活用

• 森林保全、緑地保全

• 魚類、プランクトン管理

• 農村下水道、資源循環

作物作物作物作物、、、、栽培栽培栽培栽培

肥料肥料肥料肥料、、、、畜産畜産畜産畜産

水利水利水利水利、、、、排水排水排水排水、、、、

水質環境水質環境水質環境水質環境、、、、

生態生態生態生態、、、、林学林学林学林学

水産水産水産水産、、、、資源資源資源資源

農業工学農業工学農業工学農業工学、、、、

農業経済農業経済農業経済農業経済、、、、

農村計画農村計画農村計画農村計画などなどなどなど今後今後今後今後のののの益益益益々々々々のののの発展発展発展発展にににに期待期待期待期待したいしたいしたいしたい！！！！




